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人間関係研究会 NEWSLETTER 


ENCOUNTER 


一巻頭言ー


落葉のころ


永原伸彦


落葉の頃になると思い出す話がある。もう 10


年以上も前のことなのに，よく憶えている。


少し冷えこんできたある晩に，同郷の 2年先


輩で小学校の教師でおるAさんが，ふらりと私


のアパートを訪ねてきた。小脇に抱えた紙袋か


らウイスキーを取り出し，いきなり座りこんも


「いいか，俺は今日はすごく澄んだ気持ちにな


っている。だから黙って俺の話を聞け。チャチ


を入れたりしたら承知しないぞ」と，えらい剣


幕で話し始めた。


Aさんが担任である 5年生のクラスに，ほと


んど話をしない内気そうなK子がいた。少しど


もるせいもあってか，気弱そうに身を固くして


いて自分の席からめったに動こうとしない。周


囲の生徒も彼女にどう関わっていいのかわから


ないようで.K子はいつも一人ぽっちだった。


彼女の家庭は複雑で'. K子と弟を残して何年


か前に母親は行方をくらませてしまった。酒乱.


である父親の所業に耐えられなかったのである。


母親が蒸発して一層荒れ狂う父親，修羅場と化


した家庭，こういう光景を見てきたK子が，貝


のように堅〈心を閉ざしたとしても不思議では


ない。「不思議じ宇ないよなあ，あったり前だ


よなあ」とAさんは私に何度も念を押した。


1985. 12. 1 


出会いの広場No.2


本号の内容


・「落葉のころ」 永原伸彦


• rエンカウ Yターとのであい」


村山了


・学会だより rHelping Jobに携わ


る女性」 畠瀬直子


・海外だより「老ロジャーズの『静かな


革命』の迫力」 村山正治


・本の紹介


「親と教師が助けと5登校拒否児の成長」


「カール・ロジャーズとともに」


「自己開発への道」


・情報欄


「人間中心の教育」ぬ2の発刊


Person-Centered Review誌創刊l


人間関係研究会資料“&9"刊行


日本グループ・アプローチ研究会発足


・事務局からのお知らせ


・編集後記


やがてK子は叔母の家にあず貯られ.Aさん


の学校に転校してきた。 AさんはK子を見てい


るうちに，何かをせずにはいられない気持ちに


なった。声を出してゆっくり本を読む指導を試


みたり，放課後.K子と二人だけになって，い


ろんな話をしてやったりした。しかし.K予は


相変わらずうつむいていることが多かった。


Aさんは，宿題によく作文を書かせて生徒に
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読ませることがあった。 K子は書いてくるのだ


が，読む番になるとただ立ってうつむいている。


Aさんは「よしょし」と言って，次の生徒へと


番をまわしてやっていた。


「ところが，俺はびっくりしたよ，今日は読


もうとしたんだ」とAさん。 K子は，今日はじ


めて自分の作文を皆の前で読もうとしたのであ


る。だが，読もうとするが. rわ，わ，わたし


はH ・H ・...Jと強い緊張のためか激しくどもって


しまった。他の生徒たちが一斉にド::'~笑った。


その瞬間.Aさんはカ yーとなって「いま笑


った者は外へ出なさい。外へ出ろ/Jと言って，


生徒一人ひとりを引きずるようにして鹿下へ出


し始めた。


その時.K子が何かを叫んだ。涙ながらに，


「先生，皆を中へ入れて」と言うのだった。そ


して，涙に声をつまらせながら，一生懸命つっ


かえつつかえ作文を読み始めた。その間，教室


は水をうったように静まりかえっていた。 Aさ


んも世然として，とみ上げてくる熱いものと闘


いながら，息がつまりそうになり，吸いつけら


れるようにK子から目を離すことができなかっ


た。


ここまで話し終えて.Aさんは深いため息を


ついた。そして，ウイスキーをぐっと飲み子し


た。何か言いかけた私に「何も言うな，しゃべ


っち平いかん，黙ってろ，お前は今日はしゃべ


っちゃいかん」と連呼するばかりであった。


.~命令b・ Q.~.~.~・ Qtl骨~.~.~・ 0命~.~品~・0


エンカウンターとの


で あい


村山 了


東京都立石神井学園(孤児収容施設)で児童指


導員をしていた頃ー唱和23年-2昨ー当時は


戦後の混乱そのものだった。都内には約30万人も


の浮浪児が制姻しており，絶望と不安が渦巻いて


いた。石神井学園で私は唯一人の指導員で他は保


母さんだったので，必然的に保母さんが自分の寮


で持てあました問題児の指導が私の仕事となった。


その時私は個別指導の無力さを知った。せっ


かくその子の問題点を除去できたとしても古巣


に戻すと，短期間のうちに再発した。そこで私


は問題児ばかり集めて別に村山寮を発足した。


問題児ばかりの寮だから指導が大変だろうと心


配してくれたが，結果は特別指導もしないのに


非常に平静で，若干のトラプルはあったが平和


だった。その時つくづくと問題児の問題行為は


その子にばかり原因があるのでなく，その環境


との相関関係にあることを痛感した。問題児の


集結は「俺達は札っき者」という劣等感を誘発


せず，その出会いや，いたわり合いの中から何


時の間にか「良い子」に変って行った。


その当時，私の指導理念は「素直に生きよう」


というものであった。先般渡辺忠さんの主催す


る強羅での「自分をみつめる一一組織の中で一寸


のワークシ 51::'プに参加して，エンカウ γター


活動の底流にあるものが40年前の自分の経験に


似ているのに驚く。


最近老人性痴呆の問題に取り組んでいる。私


は医学や心理学で追究するより，老人の老化現


象を受容する，融和する家族関係，社会関係が


保たれるならば，その痴呆が迷惑行為に転化し


ないと思う。私はこれを実証する為に近く特別


養護老人ホームに入所して体験しながら追求す


る積りでいる。


エンカウンター活動の展開は自分の問題とし


てだ行ではなく，自分をふくめた社会の問題と


して進めて行きたい。


内
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-学会だより・


He lping Jobに


携わる女性


畠漕直子


日本人間性心理学会でrHelping J obにお


ける女性実践家の課題』と題する初歩的研究発


表を行った。初歩的というのは，女性の良さを最


大限に展開できる場のひとつとしてのHelping


Jobはまだ関心を持たれていないし， r女性で


ある良さ』も概念的にあいまいだし，研究もあ


まりない点である。何にもまして，との研究が


テーマ全体に取り組むおぼつかない第一歩の観


もある。欧米の実践家達はこの領域における女


性の存在価値を欠くべからざるものと考えてい


るが，わが国ではまだそのムードはない。第一，


女性の特性を見つめることは，弱さ・劣性を見


つめるこ左のように思われるらしい。これは発


表後知人と語り合っていて気付かされた。


しかし，女性を能力的に低い存在とする視点


は，大学生レベルでは既に昔がたりとなってい


る。中年女性にはこの変化は信じられないこと


かも知れないが， “女性は劣等なる人聞と見ら


れるのではないか"という，長年女性を脅やか


してきた意識は，本当にもう捨てていい時期な


のである。私など， r男は偉いとされた時代の


人がうらやましい。僕より有能な女性はいくら


でもいます。僕らは，向性だけでなく女性をも


競争相手に未来を切り聞かなくちキいけないん


です。」と訴える男子学生を力づける課題があっ


て，“女性には，ぉ手やわらかに願いたいな"と


つい考えてしまう。本当に，長年自らをしぼっ


てきた女性は，男性より一歩さがっていなくて


はい貯ないという配慮からときはなたれて，伸


び伸び自己の可能性を発揮できる時代になって


きたのである。


Helping Jobに携わる女性には，あたたか


い受容・やさしい係り・こまやかな理解等，エ


ンカウンターの場などで自然にこぼれ出してく


るあの機能を最大限に活用していただきたい。


今回の調査では，カウンセラーやセラピストと


して活動している女性に対して，男性諸君から


高い評価が寄せられている。女性実践家と共に


実践活動を支えている実感が，回答者の記述に


にじみ出ている。職場の人間関係では必ずしも


暖い視点を感じないかも知れないが，実は評価


されているのである。心強いことである。


ひとりの女性が→国人kして他者と係る時，


意識するしないにかかわらず，女性らしいアプ


ローチがにじみ出ている。人聞は性を付与され


た存在である。無性に近いスタートを切り，老


境に至っては再び中性的になってくるが，その


中聞では，思春期のときめきから始まって人生


最大の決断である結婚，そして生命の歴史を受


けつぎ自己の胎内に宿し，この世に送り出して


自立するまでの歩みを守る。その体験は鮮明に


刻印されて男性とは異る視点・思考・行動が生


じてくる。それは貴重な特性である。人生の歩


みのどの地点にいようとも，人は知的克己と体


験とから学びとられた全体を活用して生きるの


だ。男性に伍していくために男性的視点・思考・


行動を吸収して生きるのでは，生命の歴史で女


性がはたしてきた役割を生かすことはできない


し，男性に脅威を与えるだけであろう。


両性が仲よく歴史を築く 21世紀はもう目前で


ある。各個人がその個性を大切にして活動した


いと思う。


畠 区議
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-海外だより・


老ロジャーズの


「静かな革命」の迫力
一一アメUカ心理学会 PsyChi協会の


ロジャーズアワーから一一


村山正治


今，ロサンゼルスで行われている第93回アメ


リカ心理学会に出席している。 12年前 (1973) 


モントリオール大会に出席して以来のことであ


る。色々なことを感じるが，ここではなじみの


深いロジャーズ先生のことを書いておこう。


12年前ロジャーズさんは特別講演r46年を回


顧して」を行った。 5000人入るといわれていた


ホールが満員だったことを覚えている。帰国す


るとき，との特別講演の原稿コピーをおみやげ


にもらった。今回はちょっと淋しい気がしない


でもないが， PsyChi協会というアメリカ心理


学会の(APATと略す)外部団体がヒルガード


とロジャーズを招いていたのである。


8月25日(日)10時 一10時50分まで，ロサン


ゼルスのピルトモアホテルの最大のクリスタル


ポールルーム (1000人位入ると思われる)とプ


ログラムに書いてあった。私は， APAの会員


ではないので" 8月23日に大会場へきて大会費


を払ってプログラムを手にしたのである。それ


でロジ守ーズさんが来ることを知った。


当日，宿泊しているホテルからピルトモアホ


テルまで30分ほど歩いて 9時30分に着き，前方


のよい席を陣取った。やがて 9時50分ごろ，ロ


ジマーズさんが司会者とともに現われた。ロジ


ャーズさんはこういう時，絶対に遅れない人で


ある。この大会では，シンポジウムや講演司会


者が欠席したり，遅刻したりするのをよくみた


のでさすがである。昨夏，イギリスで会ったと


きよりだいぶやせておられるように見えた。


さすがアメリカ心理学会の最長老，サインや


写真をとる者，握手を求める人など，彼の周辺


はにぎやかになる。こういう時のロジャーズさ


んは実に毅然とした態度で，背筋をきりっとの


ばして静かに開会を持っている。ときどき掻手


を求める聴衆と会話の時は， rロジ守ーズスマ


イル」が見られる。


定刻に，司会者のロジ守ーズ紹介が終わって


彼が挨拶に立つ~，聴衆が総立ちになって拍手，


しばし鳴りやまなかった。こうして50分聞にわ


たる聴衆との質疑応答形式のロジャーズアワー


が始まった。私に印象に残ったことを書き留め


てみた。テープがとれないことになっていた。


質問自体もよく聞きとれないこともあったし，


正確に再現するのではなく，あくまで私のメモ


であり，印象であることを重ねて強調しておき


たい。


回才でちょっと疲れていると前置きして10分


程彼の活動をのペた。 6月にブラジルでエンカ


ウンターグループのワークショ yプ， 7月は英


国アイルランドのダプリ γでクロスカルチュラ


ルワークショップ(18カ国から参加)， 3月には


APA25周年記念大会で講演etc.


相変わらずエネルギ yシュな活動を展開して


いるのに驚いてしまうのは，私ばかりではある


まい。新しい領域を切り聞いていくときのロジ


ャーズさんのたくましさを見た思いである。 30


才， 40才， 50才の働き盛りはどんなにすごかっ


たのかとあきれてしまうほどである。ロジ守一


ズさんは触れていないが，この他に私の知って


いるだけでも，娘のナタリーのワークショ yプ


への援助出演， CSPの研究方法のワークショ


yプな Eをこなしている。


質問形式のため，いろいろバラバラな質問が


とびかっていたので，私なりに大事なごとだけ


を書くことにした。彼の現在の最大関心事はエ
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ンカウンターグループを用いた国際間緊張の解


消への取り組みである。


ロジャーズさんが今，一番エネルギーを注ぎ


こんでいる活動は，国際聞の緊張，核戦争防止


のための提案など，社会問題への取り組みであ


る。レーガシ政権が軍事力で外交問題を解決す


る姿勢には極めて批判的である。アイルランド


紛争，南アフリカの白人・黒人の葛藤などにエ


ンカウンターで，アプローチしてきたこ kは，


「人間尊重の心理学j (畠瀬直子監訳.tJ元社)


に詳しく書かれているので省略する。興味ある


人はぜひ読んでほしい。とくに.11月にはウィー


ンで国連のプロジェタトの一貫として，南アフ


リカの政府要人とアメリカ政府の高官をまじえ


たエンカウンターを行うとのことである。とれ


にかける老ロジ守ーズの意気込みにはすごさが


感じられた。


その他. r老年になって感じていること j.


「精神分折とクライエント中心療法の接近のこ


とj. rリサーチの意味 j.r文化の問題 j.


「シカゴ時代のこl:j. r宇宙観」などの質問


があり，それなりに面白かった。ここでは，別


の感想、をのべておきたい。


アメリカ心理学会の発表を，いろいろのぞい


てみたところ. rタライエント中心療法」と名


のついた発表は，ー題もみつからなかった。し


私はこんな思いで聞いていた。 1972年から73


年にCSP(ロジャーズさんのいる研究所)に客


員研究員でいた頃から， ロジャーズさんに抱い


ていたイメージは r頑固でかつ柔軟」という


奇妙なバラドキシカルなものだった。今，話を


聞いていてまたとのこ kが浮かんできた。自分


が取り組むと決めた問題には腹をすえて立ち向


かい，てこでも動かない頑園さ。アメリカ人や


アメリカ心理学会が関心を示そうと示すまいと，


我が道を行〈開拓者としてのたくましさ。同時


に，柔軟に物事を処理していく創造力。


日本でも臨床家のなかで，平和を論じ，書〈


人は小数だが存在するととは貴重である。ロジ


ャーズさんの特色は，論ずるだげでなく.自分


のアプローチを使って，実践していくところに


ある。「静かな革命」を語るだけでなく，実践


していく迫力。


そうはいうものの，ときどき息を切らせ，わ


れた声で語る回才のロジャーズさんには，痛々


しさも感じないわけではない。しかし，次の言


葉には脱帽するだ行だった。若い人が老年期に


なってどんな感じかという意味の質問にすかさ


ず. r老人学は嫌いである。自分は. r若死す


る』といわれてきたのである。が，この予言通


りに若死したu、。」と応酬する元気さである。


(若死とは，仕事をし続行て死ぬという意味だ


かし，カウンセリング部門やヒューマニスティ ろう。日本でもこのことは言っていた。)


7タ心理学の部門での講演やカウ Yセリ γグの ロジャーズアワーが終わって. 723号室で，


歴史の話では rロジャーズ」という言葉が盛 ロジャーズさんを囲む会が持たれた。この時は


んにでてきていた。私からすると，聴衆の質問 私もあることを質問したところ，丁寧に答が返


の大半は「個人療法家としてのロジャーズ」に 、ってきた。また，来年帰固までに一度時聞をと


向付られていたように思う。彼の最大の関心品


今そこにないのに!! 1983年に来日したときの


質問もほとんど個人セラピーに関するものだっ


た。非行に効くでしょうか，分裂病に有効でし


ょうか etc.


ってもらいたい旨，手紙を渡すことが出来た。


れ福岡人間関係研究会，機関紙「エンカウンド¥


¥ターつうしん J&. 150より ノ
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-本の紹介・


小野修著〈繋明書房〉


「親と教師が助ける
登校拒否児の成長J


小柳晴生


本書は r登校拒否は病気ではない。この子


たちの気持をわかってあげてください」という


筆者の長い臨床経験に基づく訴えから始まり，


終始「登校拒否児は治すのではなく，成長させ


るのだ」という基本姿勢に貫かれている。


「登校拒否児をもっ親の学習会」の中で，そ


れぞれの家族や親が，苦労の末編み出した「知


恵」が，具体的な形で随所にあふれている。筆


者が「親たちから教えて頂いた知恵をできるだ


け多くの人に伝えたい」と願っているように，


この本は，登校拒否児を持った親や教師が困惑


したり，絶望した時に「希望の地図」を示して


くれることだろう。その道は決して平担ではな


いが，事あるごとに気をとり直して，自らが置


かれた状況を，そしてこれからなすことを見定


めるよきガイド役をつとめる本となろう。


畠瀬直子・畠瀬稔・村山正治編C創元社〉


「カーノレ・ロジャーズとともに」


一一カール&ナタリー・ロジャーズ


来日ワークショップの記録ーー


('86年 1月刊行予定)


畠瀬 稔


本書は 19回年 4月30日から 5月5日までの


6日間，カー.ル・ロジャーズ博士と長女のナタ


リー・ロジャーズを招いて開催したワークショ


ァプの記録である。今最終校正を終えて，あら


ためてあのワークショップの成果を吟味するこ


とができ，その内容の豊かさに驚きを感じてい


る。


6日聞は余りにも早過ぎ，未消化のものも多


治為った。各担当者が再度録画，録音を検討され


て寄稿された内容は，カールとナタリーから得


るものの大きかったことに限を見張る。参加者


達が異口同音に，カールは「現役であり J，r柔
和な眼で凝視しつづけ J，rたえず学びとれ


成長しつづける」人であることを語っているく


だりは，このワークショ yプの主催者として大


変嬉しい。


カールはdらに本書のために「核による自滅


に代る一つの道」なる未刊行論文を寄稿してく


れた。多分，来日中果たせなかった思いをこの


ような形で実現されたものにちがいない。


我々はまだまだこの大先達から学ぶものが沢


山ある。ワークショ yプへの参加者も，参加で


きなかった方も，本書から多くのものを得られ


るにちがいない。


大須賀克己著〈マネジメント社〉


「自己開発への道J


荻原伸彦


本書は.同じ著者による「心を聞いて生きよ」


(マネジメント社)に続くものである。個人カ


ウンセリングやグループ経験によって裏うちさ


れた多面的な人間理解が，更に深化され発展さ


れている。


著者は，疲れ切った現代人の心が，匙り，復


活し，成長して行く過程を明らかにしつつ，そ


れを大きく四つに分行，それぞれの独自な世界


を第一部から第四部として構成している。すな


わち第一部「抽象界ーイ国人が無視されている'J.


第二部「心理具象界一一人の心が現われるJ，第


三部「存在界一咽値ある自分を感ずるJ.第四


部「生命界一・東洋の知書」である。


著者は，カウンセリ γグを狭い世界から解き
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放って，一般の人々へと橋渡ししようとしてい


る。その意欲と姿勢が，本書には一貫して流れ


ている。


著者の豊かな感受性と暖かい人柄が随所に捧


み出ていて，疲弊しがちな我々の心に，慈愛に


満ちたまなざしで語りか行てくる。


幸幸幸孝幸幸孝章線終幸幸孝幸孝幸幸幸幸幸孝幸線終純


国 情報欄・


「人間中心の教育'jNo. 2の発刊


本研究会の 1プロジェタトである「教育のた


めのエンカウンター・グループ経験と人間中心


の教育研修会」を母体に発足した『人間中心の


教育研究会』が，機関誌ぬ2を発行しました。


この研究会は過去 6年の参加者を中心に，会員


相互の情報交換と我々の実践を社会に訴えてゆ


きたいという願いから，年 1回機関誌を発行す


るようにしたものです。


内容は会員が各地で人間中心の教育を実臨し


ている様子，ルポルタージュ，マ 7クリアリー


rPersα1ーCen協ちdRevie攻l


誌 創 刊


近着FoωsingFolio (Vol. 4.ぬ 3)によ


り，上記のようなパースン・センタード・アプ


ローチに関する国際誌が創刊されることを知っ


た。出版社は社会科学系学会誌でおなじみの


Sage Puli句 tion。創刊号は 1986年 2月。


コンサルタントはカール・ロジャーズ，編集者


はD.1. Cain (カリフォルユア・ポロテクユヲ


ク州立大学)。編集委員には. E. T.ジェソドリ


ン. A.W.コームズ.N.ラスキン. J.シーマ


γ. J.シュラインなどおなじみのアメリカ勢に


加え，タウシュ(西ドイツ).バーレヲト・レナー


ド(オーストラリア).プラーテン(ノールウエー)


にイギリス，ベルギー，プラジル勢も加わった


国際的スタ'77である。内容は初投稿に限る学


会誌。パースン・センタード・アプローチもい


よいよ機関誌をもつまでに成長したと感慨無量


である。(畠瀬稔)


さん(ソノマ州立大学)と竹内敏晴さんの搬 入間関係研究会資料“ No.9 " 
など多彩で，人間中心の教育とは何かを考える 刊行のお知らせ
恰好の資料となっています。日頃，本を買わな 渡辺 忠 著


い学生もこの機関誌だけはよく買ってくれるの 「職場のチーム・ビルディング」
で，多くの人達がこの種の実践を求めているの 一一人間中心の組穂づくりのために一一


ではないかと思います。


編集も会員が協力して当り，共同の成果とし


てこの機関誌を生んだことに手前味噌ながら喜


んでいます。 1部 27頁. 300円。送料は 2∞
円をプラス。希望者は下記事務局へ郵便振替で


申込んで下さい。(畠瀬 稔)


干 605
京都市東山区今熊野北日吉町 35
京都女子大学教育学科心理学畠瀬研究室内


郵便振替京都 1-21516 
加入者名 人間中心の教育研究会事務局


12月発行 予価 300円〈干 170円)


低成長経済のもと，企業をはじめとする組織


は，管理の強化や合理化を強いられ，そこで働


〈人々の主体性や個性，創造性は抑えられ，人


間的な信額関係も損われる傾向にあります。


この資料は，このような状況を職場という比


較的小規模な集団の中で克服していくためのア


プローチを，人間中心の組織づくりをめざす


“OD"組織開発)の理論と，著者の実践経験


を統合して，具体的に記したものです。
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内容は，個人と組織，人と人，人と仕事を結


ぴつげる基本的な概念としての“チームワーク"


について記した後，そのあり方を左右する職場


の“風土"も課題解決，意志決定，コミュニ


ケーショソの各側面から分析し，のぞましいあ


り方を提起します。そして，その望ましいあり


方を職場の中で実現していくための方法，条件


を最後に記しました。


企業，学校，病院，公共団体などの組織に働


〈方々，とくにリーダー的な立場の方々にど一


読をおすすめします。


事事事**料


日本グループ・アプローチ研究会発足


1984年 11月，広島大学での日本心理臨床学


会第 3回大会において「グループ・フアシリテー


ターの養成をめぐって」という自主シンポジウ


ムが行われました。その後，この関係者が中心


となり，グループの各種立場の人々の実践上，


研究上の交流を目的とする「日本グループ・ア


プローチ研究会」が設立されました。


この会の特色は，スタ y フがグループ・アプ


ローチの各種立場のキー・パーソンで構成され，


「各種立場のネットワーク」のネットワークづ


くりをめざしているところにあります。因みに


スタッフは，阿部恒久(中村学園大学).日高正


宏G京都市教育委員会教育研究所).保坂亨僚


京大学).伊藤義美(名古屋大学).岩村聡UA島


大学).新田泰生包仙学園短期本学).野島一彦


(福岡大学).小柳晴生(香川大学).菅沼憲治(千


葉商科大学).山口勝弘仙梨大学).山口真人


偏山短期大学).山本恵一位教大学).コンサ


ルタ γ トは村山正治仇州大学)です。


発足の一つのモニュメントとして，同研究会


資料ぬ 1rグループ・ファシリテーターの養成


をめぐってJが発行されました。(一部 400円，


送料 1初円)今後の活動として，年に 1回のシ


γポジウムの企画・運営・各種印刷物の発行，


グループ関係者のネ 7 トワークづくり等が予定


されています。


事務局:干813 福岡市東区香推 1576-322
野島一宮 (TEL0担ー随2-110的
郵便振替福岡 5-27438


東京選描先:干120 東京都足立区大谷田 1-41
-8 


保坂亨 (TEL03-605-4421) 


(野島一彦)


。事務局からのお知らせ<)


来年度胸和61年4月-62年 3月)の研究会


プログラムは，来年 3月に出来上ります。ご希


望の方は，送料 (70円切手)同封の上，事務局


までお申し込み下さい。


なお，昭和58年.59年.60年に当研究会のワ


ークシ 9 ':1プに参加された方には，事務局から


自動的にお送りいたしますので，お申し込みの


必要はございませんが，その後住所を変えられ


た方は，新しい住所をお知らせ下さい。


。編集後記。


-ょうやく，恥 2をお届けすることが出来まし


た。お手元には冬のまっさかりという演になっ


てしまいましたが，編集に取りかかったのは，


“収穫の秋"。そのせいでしょうか，著作物，


資料の出版，研究会等の発足に関する情報がス


タッフから多〈寄せられました。この調子で読


者の皆様の声もお寄せくださることを願ってい


ます。“広場"の名にふさわしく。


・継続購読御希望の方は暫定的ですが，一回分


60円切手2枚傭送料含む)同封の上お申し込


み下さい。


人間関係研究会


事務局干145 東京都大田区上池台 1-34
-26 渡辺忠


編集担当〒761ー01香川県高松市屋島西町
2076-1 屋島住宅 5-305


小柳晴生・欣子
印刷所 大西プリント社
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